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!よじ3うに

肝内結石症と肝内胆管癌の併存例の報告は,1911年

Yamagiwal)が報告 して以来,そ の報告は増え本邦で

50数例を数え,最 近では肝内結石症は肝内胆管癌の

high risk stateとして注 目されている。当センターで

も4例 の肝内結石症 と肝内胆管癌の併存例を経験 した

が, この うち最近,肝 内結石症の切除肝に術後病理組

織学的検索にて初めて発見された微小肝内胆管癌の 1

例を経験 したので若子の文献的考察を加え報告する。

症  例

症例 :50歳,男 性.

主訴 :発熱,腹 痛.

既往歴 :昭和37年,胆 石症で胆襲摘出術.

現病歴 !胆嚢摘出術 も軽い腹痛あるも放置 してい

た。昭和60年 3月 ころより発熱,悪 寒戦慄出現,某 医

にて行った ultra songraphy(US),computed tomo‐

graphy(CT)に て肝内結石症の診断を得,Tチ ューブ

ドレナージ術施行,以後もTチ ューブ慶孔より非観血

的切石を繰 り返 した。昭和62年5月 初旬より再び胆管

炎症状が出現し,再 度某医入院,percutaneous tran‐

shepatic cholangio‐drainage(PTCD)施 行し一時症

状軽快 したが肝内結石遺残のため根治 目的にて 5月 29

日,当 センターに転院 となった。
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入院時現症 :栄養状態良好で黄疸貧血認めず.腹 部

は平坦であるが心寓部に圧痛を認めた。上腹部正中に

PTCDチ ュープが留置され,2度 にわたる開腹切開倉U

疲痕を認めた,

入院時検査成績 :Al―P4811Uと 上昇す るもその他

血液生化学検査は正常,腫 瘍 マーカーの carcinoem‐

bryonic antigen(CEA),2‐fetOprotein(AFP),carbo‐

hydrate antigen 19‐9(CA19,9)も 正常であった.

直接胆管造影 !PTCDチ ューブよりの胆管像では,

肝内胆管は全体に枯れ枝状であ り,外 側区域の嚢状拡

張 と多数の結石像を認めた。左肝内胆管は枝に乏しく

内側区域枝は造影されなかった。総担管にも結石を認

めたが,造 影剤の十二指腸内流出は良好であった。

PTCDチ ューブよ り採取 した胆汁細胞診 は陰性で

あった(図 1左)。また,造 影されなかった内側区域枝

の選択的 PTCに より内側区域枝の胆管拡張 と結石像

が明らかになった (図 1右).

USi外 側区域に拡張 した胆管 とその内部に音響陰

影を伴 う強いエコーが認められた。

CT!外 側区域に多数の結石が鋳型状に認められた。

また,萎 縮 した内側区域に拡張胆管を認め明らかな石

灰化はみられないが内部に dencityの高い部分を認め

亨ki.

以上により,IE,L型 のの肝内結石症の診断にて昭和

62年6月 11日開復した。

開腹所見 1外側区城は萎縮し,表 面は粗ぞ うであっ
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た。肝左葉切除,総 胆管切開切石兼 T字 管設置術を施

行 した.

切除標本 :肝左葉後面を胆管に沿って切開すると,

襲状に拡張した胆管内腔にはビリルビンカルシウム結

石が充満していた。結石摘除後も,胆 管壁の肥厚をみ

るが,肉 眼的には粘膜面には隆起性病変や硬化性病変

など悪性所見は認めなかった (図2左上).

病理組織所見 !図 2右上シューマのごとく,切 除標

本を S2,S3"領 域肝内胆管枝(以下 S2,S3胆 管枝 と略
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す)に直交する割面で約5111m間隔の階段状切片を作製

した。切除 Mで S3胆管校の小分枝 (図 2右 下シェー

マ)において,肉 眼像では腫瘍は全 く認めなかった(図

2左 下)が ,そ の弱拡大病理組織像で,胆 管上皮の乳

頭状増生がみられた(図3上 )。その強拡大病理組織像

では,核 の配列は極性が失われ不整形多形性で腺癌で

あった(図3下 ).癌 部は同部の胆管上皮のみに限局し

ていたことから粘膜内癌 と診断した。また,非 癌部で

あるS4り胆管枝を含む別の切片では,弱拡大像で S4胆

肝内結石症の切除肝に発見された微小肝内胆管癌の1例   日 消外会議

図 l PTCDチ ューブよりの胆管像(左図)とS4胆管枝の選択的PTC後 の胆管像(右

図)t S2,S3,S4胆管校の拡張像と結石像および総胆管結石像

図2 切 除標本と摘出結石 (左図上)と切除標本の5■lm間隔階段状切片シェーマ (右

図上),切片Mの 割面拡大像 (左図下)と そのシェーマ (右図下)
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図3 病 理組織像(HE染 色):弱拡大像(10×),胆管

上皮の乳頭状増生(上図),同部の強拡大像(400×),

粘膜内にとどまる乳頭状腺癌 (下図).

図4 非 癌部病理組織像(HE染 色,400×):粘液化生

を伴った異型上皮の過形成像.

管校の小分枝に上皮の字L嘴状の増生がみられ,そ の強

拡大像では,粘 液化生を伴った果型上皮の過形成の像

がみられた(図4)。 こ のような果型増生が結石存在胆

管およびその肝細胞側胆管に散在して認められた。

術後経過 :術後 1年 の現在社会復帰している。

自験例 4471の概要 :1968年4月 から1987年12月まで

に当センターで経験 した肝内結石症は182711であ り,そ
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表 1 肝 内結石症と肝内胆管癌の併存例

の内肝内胆管癌併存711は本症例を含め 4例 (2.2%)で

ある。その概要は表 1の ごとくである。

考  察

肝内結石症と肝内胆管癌の併存例の報告は本邦では

1911年にYamagiwaDが 6例 の胆管癌の内, 1例 に肝

内結石の合併を報告したのが最初 と思われる。以後,

稲田り,Rufanovめ,Sanesら いの報告がみられ,最 近で

は,そ の報告は急増し肝内結石症は肝内胆管癌の high

risk stateとして注 目されている。その併存頻度は木

南 らの5.7%,長 谷川 らゆ6%,山 本らり8.6%と してい

る。 と くに山本 らりは60歳以上の場合17%と 高率であ

り肝内結石症は肝内胆管癌のhigh risk stateとして

強調している。自験例の性別は男 3例 ,女 1例 で,年

齢は50歳から70歳で平均57.3歳である。主訴は腹痛,

発熱,黄 疸 と胆管炎症状が主であ り,病 悩期間は 3か

月から25年で,症 例 3,症 例 4の ごとく20年,25年 と

その長い 2例 (50%)に おいて胆道手術の既往がある。

諸家いlI)の報告においても同様の傾向がみられた。こ

のような胆管炎症状を繰 り返し,胆 道手術歴などを有

し,経 過が長い肝内結石症例では,痛 併存の high risk

stateといえよう。一方,癌 併存例のなかには,症 例 2

のごとく無症状で経過 し突然症状が出現し発見される

ような病悩期間の短い例も少なくない。

最近,US,CTの 進歩により肝内結石症の診断は比
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較的容易であるが,肝 内胆管癌併存の診断はいまだ困

難である121.自験471においては,本症T/1を除 く3例 すべ

て肝内胆管癌の疑いはもたれたが確診はつかなかっ

た。本邦においても,画 像診断で確診を得たとの報告

はなく,疑 診を得た例が数例あるがすべて高度進行癌

であった。本邦報告例のなかに術前ないし生前に診断

されたものは 4例 あ り,その確定診断法は,2例
l。14は

US下 針生検, 1例
15)はPTcD慶 孔よりの粘液塊, 1

例911ま胆管像 と腹水細胞診でおのおの診断 されてい

る。 percutaneous transhepatic cholangio―scopy

(PTCS)に より結石除去後の精密な胆道造影像の検討

と直祝下生検が有効であるとの報告。1り15)もあるが,本

症421のごとくS3胆管枝の小分枝のみの癌においては

PTCSに よる肉眼診断はおろか直視下生検 も不可能

であったであろう。山本ら11)は
,約半数の症711が術前は

おろか術中にすら診断できていないとしている。 し た

がって,癌 併存 も念頭におき本症例のごとく,肝 内結

石症の切除標本の病理学的検索に当たっては,標 本全

割による詳細な検索も必要であろう。

治療成績についてみると, 自験例 4例 はすべて肝切

除されているが, 3例 は術後病理にて確診のついた高

度進行癌で, 4か 月以内に死亡している。一方,本 症

例は切除肝の病理組織学的検索に初めて粘膜内癌よ診

断を得たものであり,長 期生存が期待される。

結石 と癌の位置関係をみると, 3例 は結石存在胆管

の肝細胞側に癌が存在 し, 1例 は癌の中に結石が埋没

していた。非癌部の病理組織像は,結 石存在胆管また

はその肝細胞側胆管において, 4例 に慢性増殖性胆管

炎像と過形成がみられ, 3421に化生,ま た 3例 に果型

がみられた。本症例では,粘 膜内癌は結石存在胆管の

肝細胞側の小胆管に限局してみられた。その近傍の非

癌部胆管上皮に異型増生がみられ,別 の結石存在胆管

の肝細胞側の小胆管には粘液化生を伴った異型上皮の

過形成の像がみられた。これらの結石存在胆管の肝細

胞側の胆管粘膜に限局した変化は,癌 発生母地を考え

る上で結石が先行し関与していることを示唆する所見

であると考えた。また,異 型上皮 と癌の関係について

は,症 例を集積 して検討すべき問題であろう。

われわれは,肝 内結石症において結石除去のみなら

ず,胆 汁 うつ滞の原因となる胆管狭窄部および拡張部

の完全摘除の目的で肝切除を積極的に行っている1。
.

また前述のごとく肝内結石症に併存 した肝内胆管癌は

結石存在胆管の肝細胞側に存在することが多 く,結 石

存在胆管およびその肝細胞側胆管の非癌部において,

肝内結石症の切除肝に発見された微小肝内胆管癌の1例    日 消外会誌 22巻  4号

化生,過 形成,異 型が高頻度にみ られることから,癌

併存 または発癌 の riskからみて も結石の存在す る拡

張胆管を含めた肝切除は有意義であると思われる。

おわ りに

肝内結石症の切除肝に術後病理組織学的検索にて初

めて発見 された徴小肝内胆管癌の 1例 を経験 したの

で, 自験例 44/1と若子の文献的考察を加え報告 した,

なお,本論文の要旨は,第 5回肝胆際疾患研究会,第32回

日本消化器外科学会総会において発表した.
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